
　科学的、物理的、光学的に天然のダ
イヤモンドと同一物質による研究室で
製造された「ラボグロウンダイヤモンド」
の流通を今秋より開始すると、ピュアダ
イヤモンドファームシンガポール（クリ
ス・ヤン代表）が、8月25日に東京で発
表した。
　同日、虎の門ヒルズ森タワーでは
「ピュアダイヤモンド」新事業説明会が
開かれ、日本発の「ラボグロウンダイヤ
モンド」を発表し、ブロックチェーン技
術で新たな宝石市場を創造するビジ

ネスモデルが語られた。
　説明によれば、ピュアダイヤモンド
ラボ（ピュアダイヤモンドラボ㈱＝東
京都新宿区西新宿、石塚宏彰代表、
安部秀之代表／プロデューサー）の
研究所で製造される「ラボグロウンダ
イヤモンド」は、天然ダイヤモンドでい
う『2％しか存在しない不純物の含ま
れない希少で高価なダイヤモンド』と
同じ品質の“ラボで成長した”ダイヤモ
ンドができるとしており、天然ダイヤモ
ンドと同じように国際的な鑑定書が付
き、どこの研究所でいつ生まれたのか
が分かるようになることで品質の高さ
が明らかになるとしている。
　石塚氏は「ラボグロウンダイヤモンド
は、研究所の管理された環境下で、純
粋な炭素から作られています。天然ダイ
ヤモンドでは存在しない多様な色合い
のダイヤモンドも製造可能であり、天然
では非常に希少となっているレッドダイ

ヤモンドやブ
ルーダイヤモン
ドも製造可能で
す。更に、自然界
にはない虹色の
ダイヤモンドの
生成にも取り組

んでいるところです」と話した。
　そして同ビジネスの最大の特徴は、
鑑定書に基づき、このダイヤモンドのた
めだけに作られた独自のブロック
チェーン技術を活用する点にある。ラボ
グロウンダイヤモンドの「生成」「研磨」
「鑑定」に関する情報を収集し、デジタ
ル化した個体情報を作成する。それを
全ての流通段階から最終的な消費者
まで提供することが可能となり、情報の
透明性によるトレーサビリティ（追跡可
能性）が強化されている。

　同プロジェクトには、今年1月に起き
たコインチェックからの580億円NEM
流出事件の解決に貢献した有名なホ
ワイトハッカー、河崎純真氏がピュアダ
イヤモンドブロックチェーン・プロジェ
クトの最高技術責任者（CTO）を務め
る。河崎氏は「ピュアダイヤモンドブロッ
クチェーン開発プロジェクトは、ブロッ
クチェーンの正しい活用法だ」と述べ
ている。
　安部氏は、「ラボグロウンダイヤモン
ドは、世界のダイヤモンド業界に変革
を起こすことが可能だ。ダイヤモンド業
界の持続可能性と倫理の向上を実現
できる。研究所でダイヤモンドを生産す
ることにより、環境破壊につながる恐れ
のあるダイヤモンド鉱山に対する需要
圧力を和らげることが出来る。またピュ
アダイヤモンドブロックチェーン技術
は、いわゆる“ブラッド・ダイヤモンド”
（紛争ダイヤモンド）の流通を防ぐこと
に貢献できる。何世紀もの間、人々は
地球を採掘して自然が作り出した最も
美しい結晶を探し出してきた。ラボグロ
ウンダイヤモンドは、炭素が自然環境
下で結晶化するプロセスを、地下深く
ではなく、地球上で再現し、製造するこ
とが可能だ。環境にやさしく、紛争に関

係しない、そして次世代のために持続
可能な供給源であるというメリットを
生み出し、我々がその先頭に立つこと
で、ダイヤモンドの新時代を切り開いて
いけたらと思う」と話した。
　そして、ラボグロウンダイヤモンドを
販売するのが、㈱ピュアダイヤモンドの
石田茂之社長だ。
　石田氏は「日本の宝飾業界に天然ダ
イヤモンドを広めてきたが、新たな商材
として、また手の届く価格帯の製品とし
て着目したのが海外のラボグロウンダ
イヤモンド。これならもっと多くの人が
手に入れられると考えた。しかし、日本
製のラボグロウンダイヤモンドに出会っ
た。正直、最初は期待していなかった
が、初めて見た時に日本どころか世界
で通用する高品質な仕上がりに、興奮
した。この技術を使えば、日本初の宝飾
ダイヤモンドを生み出すことができる、
日本製ラボグロウンダイヤモンドを世に
普及させ、世界に輸出するのが自分の
役目だと思った。」と、8月に発売の雑誌
『Forbes JAPAN』で語っている。また、
「天然ダイヤモンドを扱っている業者は
驚異と感じるかもしれない。ただ私は、
天然ダイヤモンドの価値が毀損すると
は考えていない。ラボグロウンダイヤモ
ンドも天然も本物のダイヤモンドである

こと、天然には天然の価値があり、ラボ
グロウンには2a型の美しさがある。
ユーザーの選択肢が広がる分だけ大
きなビジネスが生まれると確信してい
る。そして、日本発のラボグロウンダイヤ
モンドが国内、ひいては世界に向けて
リリースされる。日本ならではの磨き抜
かれた工業技術と完全なトレーサビリ
ティが合わさった新時代のダイヤモン
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ドとなる。これを
市場はきっと、大
きな喜びの声で
迎えるはずだ」と
話した。
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今
か
ら
20
年
前
の
、我
が
学
生
時
代
は
、ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
が
主
流
で
あ
っ
た
。

　

30
代
の
多
く
の
若
手
の
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
者
が
主
催
す
る
大
学
の
ゼ
ミ

は
、ど
こ
も
人
気
で
、な
か
な
か
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。　

　
つ
ま
り
そ
の
時
代
、資
本
主
義
の
根
幹
に
な
る
理
論
は
、ケ
イ
ン
ズ
経
済
学

で
あ
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
ケ
イ
ン
ズ
理
論
に
基
づ
き
、五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
取
っ
て
き
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
根
幹
で
あ
る
金
融
緩
和
政
策
は
、完
全
に
破
綻
し
て
、今
や
国
内

の
金
融
機
関
は
不
況
に
喘
い
で
い
る
。

　

中
で
も
、地
方
銀
行
の
状
況
は
尋
常
で
は
な
い
。日
銀
総
裁
の
思
い
込
み
が

悪
い
の
か
、そ
れ
と
も
安
倍
総
理
の
金
融
政
策
が
悪
い
の
か
は
別
に
し
て
も
、い

ず
れ
に
せ
よ
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
破
綻
し
て
、多
く
の
銀
行
が
、困
っ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
れ
に
加
え
て「
ア
メ
リ
カ
ン・フ
ァ
ー
ス
ト
」の
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
に

よ
る
関
税
政
策
が
、世
界
経
済
を
混
乱
に
陥
れ
て
い
る
。米
中
間
だ
け
で
な

く
、今
や
世
界
的
な
貿
易
戦
争
の
様
相
と
な
っ
て
い
る
。実
に
困
っ
た
問
題
だ
。

　

資
本
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
理
論
が
消
え
つ
つ
あ
る
中
で
、新
た
な
経
済

ブ
ロ
ッ
ク
が
、確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

恐
ら
く
、中
国
、ロ
シ
ア
、北
朝
鮮
、韓
国
、イ
ラ
ン
、メ
キ
シ
コ
、ト
ル
コ
、ア

フ
リ
カ
諸
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
南
米
の
一
部
の
国
な
ど
を
包
含
し
た
新
た
な

経
済
ブ
ロ
ッ
ク
が
、早
番
、出
来
る
で
あ
ろ
う
。そ
の
時
日
本
は
、今
ま
で
通
り

で
よ
い
の
か
？

　

恐
ら
く
、そ
う
な
れ
ば
ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
の
孤
児
に
な
る
可
能
性
す
ら
あ

る
の
だ
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、日
頃
か
ら
近
隣
諸
国
と
仲
良
く
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
。

　

と
こ
ろ
で
最
近
、ビ
ッ
グ
・
デ
ー
タ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。上
野

に
も
、パ
ル
コ
に
似
た
名
前
の
商
業
施
設
が
出
来
た
と
の
こ
と
だ
が
、Ａ
Ｉ
の

助
け
を
借
り
て
、来
店
客
の
人
証
分
類
を
し
て
、商
品
の
品
揃
え
や
商
品
陳

列
に
使
用
す
る
と
の
こ
と
だ
。

　
か
っ
て
1
9
７
０
年
代
、池
袋
西
武
デ
パ
ー
ト
が
系
列
の
調
査
会
社
で
あ
る

ス
ミ
ス
社
を
使
っ
て
、同
じ
よ
う
な
調
査
を
行
い
、来
店
客
の
分
析
か
ら
商
品
の

品
揃
え
や
商
品
展
示
に
そ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、話
題
性
が

な
く
な
っ
た
り
、効
果
的
運
用
が
出
来
な
く
な
っ
た
り
し
て
、や
め
た
よ
う
だ
。

　

所
で
、購
買
行
動
に
は
、い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
が
、複
雑
な
よ
う
で

あ
る
が
一
定
の
規
則
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。い
わ
ゆ
る
、人
間
行
動

学
の
分
野
だ
。季
節
に
よ
り
、一
日
の
時
間
帯
に
よ
り
、購
買
行
動
は
異
な
る
。

　

個
々
の
人
の
行
動
は
、だ
い
ぶ
変
化
に
富
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、マ

ス
で
見
る
と
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。

　

然
し
な
が
ら
、そ
の
中
に
は
予
見
さ
れ
る
も
の
と
、そ
う
で
な
い
も
の
が
あ

る
。購
入
す
る
か
、し
な
い
か
を
見
分
け
る
の
は
、所
得
弾
性
値
に
よ
る
。い

わ
ゆ
る
商
品
を
購
入
す
る
か
、し
な
い
か
を
分
け
る
の
は
、商
品
の
値
段
に

よ
る
場
合
が
多
い
。こ
の
辺
は
、日
本
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
購
入
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解

明
に
利
用
で
き
る
と
思
う
。

　

市
場
調
査
と
は
、極
め
て
地
味
な
も
の
で
あ
り
、デ
ー
タ
入
手
に
は
、多

額
の
費
用
が
か
か
る
。ま
た
デ
ー
タ
を
集
め
る
よ
り
も
、ど
う
利
用
す
る
か

が
極
め
て
重
要
だ
。ま
た
市
場
調
査
か
ら
は
、新
た
な
発
見
は
な
い
。極
め
て

常
識
的
な
こ
と
し
か
解
ら
な
い
し
、そ
れ
が
市
場
調
査
の
デ
ー
タ
な
の
だ
。

　

新
た
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
市
場
の
創
生
に
は
、市
場
調
査
も
必
要
だ
が
、よ
り

重
要
な
の
は
、広
告
宣
伝
費
用
の
投
入
だ
。自
分
の
お
金
で
市
場
を
育
て
な

い
限
り
、海
外
企
業
に
は
、た
ち
打
ち
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
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